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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は，ソフトウェア開発で得られた様々な履歴データに対する，標準的なマイニン
グ手段を提供することである．本研究ではサービス指向アーキテクチャの考えを導入し，マイ
ニング手段のサービス化と，サービス同士の連携を支援するマイニングサービスプラットフォ
ームを開発する．本研究を達成することで，事後分析に要していた多大な分析コストを低減し，
開発者や管理者が気軽に活動履歴を振り返ることで，ソフトウェア開発におけるプロセス改善
を推進することが可能となる． 
 
研究成果の概要（英文）： 

The goal of this research is to provide a standard mining technique that 

obtaining valuable knowledge from a variety of software development 

history. Based on the SOA (service oriented architecture), this research 

wraps repository mining techniques as services, and provides a mining 

service platform which supports the mining service composition. The 

contribution of this paper is to encourage activity-based process 

management for developers and managers by reducing repository mining 

efforts. 
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(2) 既存のバージョン管理システムが抱え
る問題点として，開発リポジトリへの標準的
なアクセス手段が存在しないことが挙げら
れる．そのため，ソースコードの変更履歴と
バグの検出状況の関係を分析するといった，
複数の種類のリポジトリにまたがる横断的
な分析には，各リポジトリの記録方式に対応
した分析手段が必要となる．そのため開発リ
ポジトリの分析の際には，管理者や研究者が
各々独自に開発したマイニングツールや分
析ツールを用いているのが現状である． 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究ではサービス指向アーキテクチ
ャ（SOA）の考えを導入し，マイニング手段
のサービス化とサービス同士の連携を支援
する，マイニングサービスプラットフォーム
の開発を行う．SOA は既存システムに対する
一連の操作をまとめ，サービスというユーザ
にとって意味のある単位で切り出し，標準化
された通信手段によるアクセスを可能とす
る仕組みである．開発リポジトリに対する操
作をサービス単位で集約することで，複数リ
ポジトリにまたがる横断的な分析を容易に
し，各分析者が抱えていた分析ノウハウの再
利用性を大幅に向上させることが期待でき
る． 
 
３．研究の方法 
本研究では期間内に以下に示す 3つの実現を
目指す．1. 各種リポジトリに直結し，最も
基本的かつ汎用的なリポジトリ操作を提供
する単体サービスの開発．2. 複数の単体サ
ービスの連携により，より価値の高い分析結
果を提供する複合サービス作成のためのマ
イニングサービスプラットフォームの開発．
3. GUIプログラミングのような直感的な操作
により，複合サービスの作成を支援するフロ
ントエンドの開発． 
 
４．研究成果 
(1) 様々なリポジトリマイニング技術のう
ち，最も一般的かつ広く用いられるメトリク
ス計測に焦点を当て研究を進め，マイニング
共有のためのフレームワークに基づいたシ
ステムとして，メトリクス計測のための Web
サービス「Metrics Web API」の設計と開発
を行った．Metrics Web API を用いることで，
ユーザはリポジトリの種類やメトリクスの
計測手段などを意識することなく，簡単に目
的のメトリクスを取得することが可能とな
る．また REST や SOAP などのプロトコルから
の呼び出しが可能であるため，様々なクライ
アントから利用が可能である． 
 
(2) また，開発システムの応用サービスとし

て，算出メトリクスを可視化し開発履歴の俯
瞰を支援するサービスの開発を行った．本シ
ステムは分析対象となるリポジトリへのア
クセス方法のみを入力とし，一般的に用いら
れる様々な可視化手段によりリポジトリ全
体を俯瞰できる形に整形しユーザに返す．本
システムにより特別な知識が無くてもリポ
ジトリマイニングを実施可能となる． 
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